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200
決
議

一般質問

　
「
核
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い
」

こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
る
今
日
、

今
こ
そ
人
命
尊
重
が
優
先
さ
れ
る

政
策
及
び
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
と
転
換
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

二
度
と
原
発
事
故
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
も
、
日
本
原
子
力
発
電

は
老
朽
化
し
た
東
海
第
二
原
発
の

再
稼
動
を
断
念
す
る
と
と
も
に
、

危
険
極
ま
り
な
い
プ
ル
サ
ー
マ
ル

導
入
も
断
念
し
原
発
を
廃
炉
と
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。土

浦
市
議
会

　

国
民
宿
舎「
水
郷
」及
び
霞
ヶ
浦

総
合
公
園
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

開
業
以
来
、
本
市
観
光
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
市
民
は
も
と
よ
り
県

内
外
の
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ

利
用
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
両
施
設
と
も

施
設
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
加
え

て
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ

り
、
営
業
を
休
止
す
る
な
ど
、
本

市
観
光
の
振
興
に
大
き
な
痛
手
と

な
っ
て
い
る
。

国
民
宿
舎「
水
郷
」の
再
建
及
び

プ
ー
ル
施
設
等
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

国
民
宿
舎「
水
郷
」の
再
建
及
び

プ
ー
ル
施
設
等
の
整
備
推
進
は
、

多
く
の
市
民
の
願
い
で
あ
り
、
か

つ
、
観
光
の
振
興
に
よ
る
ま
ち
の

活
性
化
と
雇
用
の
確
保
に
も
資
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
市
議
会
と
し
て
も
、

執
行
部
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
施

設
の
再
建
に
向
け
た
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
様
々
な
角
度
か
ら

調
査
研
究
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
８
名
の
委
員
に
よ
る
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
閉
会
中
も

調
査
を
行
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

◆
国
民
宿
舎「
水
郷
」の
再
建
及
び

プ
ー
ル
施
設
等
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会

委
員
長　
　

竹
内　
　

裕

副
委
員
長　
　

安
藤
真
理
子

委

員　
　

吉
田
千
鶴
子

〃

　
　

矢
口　
　

清

〃

　
　

寺
内　
　

充

〃

　
　

古
沢　

喜
幸

〃

　
　

折
本　
　

明

〃

　
　

沼
田　

義
雄

放
射
線
対
策
と
し
て
、
家
庭

菜
園
で
採
れ
た
野
菜
等
の
放

射
性
物
質
の
測
定
に
つ
い
て吉田千鶴子議員

一般質問は市政全般につ
いて、市長など執行部の
考え、方針などを質問す
ることです。各議員の一
般質問の中から一つ取り
あげて要旨を掲載いたし
ます。

消
費
者
庁
は
、
放
射
性
物
質

検
査
の
機
器
貸
与
に
つ
い
て

各
都
道
府
県
に
通
知
を
し
て
い
る

が
、
本
市
で
も
機
器
の
貸
与
を
受

け
て
、
家
庭
菜
園
等
で
採
れ
た
野

菜
等
を
検
査
し
、
市
民
の
不
安
解

消
に
努
め
る
こ
と
に
つ
い
て
伺

う
。

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
放

射
性
物
質
検
査
機
器
の
自
治
体
へ

の
貸
与
制
度
に
、
本
市
も
借
り
受

け
の
申
請
を
し
た
と
こ
ろ
、
貸
与

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、
高
津
庁

舎
、
農
林
水
産
課
内
に
配
備
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

機
器
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
他

市
の
事
例
等
を
参
考
に
し
て
、
運

用
計
画
、
運
用
方
針
を
検
討
し
、

放
射
性
物
質
の
検
査
を
実
施
し
て

い
き
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・
女
性
の
視
点
か
ら
の
防
災
対
策

に
つ
い
て

・
キ
ラ
ラ
ち
ゃ
ん
バ
ス
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
危
機
管
理
体

制
に
つ
い
て

・
被
災
瓦
の
再
利
用
に
つ
い
て

質
問

産
業
部
長

小
野
小
町
に
関
す
る
新
た
な

名
所
づ
く
り
と
里
の
行
事
に

関
す
る
行
政
支
援
に
つ
い
て柴原伊一郎議員

小
野
小
町
の
里
を
整
備
し
、

小
町
伝
説
に
ち
な
ん
だ
、
住

民
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る

な
ど
、
里
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
こ
と
に
よ
る
新
た
な
名
所
づ

く
り
に
積
極
的
な
行
政
支
援
を
行

う
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

小
町
の
里
の
振
興
に
と
っ

て
、そ
の
物
語
、ス
ト
ー
リ
ー

は
非
常
に
重
要
と
考
え
て
お
り
、

小
町
の
里
整
備
に
関
し
て
も
、
小

野
小
町
に
関
わ
る
民
話
や
小
町
万

灯
等
の
歴
史
文
化
、
里
山
を
活
か

し
た
自
然
の
恵
み
等
の
活
用
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。

　

小
町
万
灯
は
、
平
成
10
年
に
地

域
住
民
が
一
体
と
な
り
61
年
ぶ
り

に
復
活
し
、
平
成
12
年
ま
で
の
３

年
間
、
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
小

町
ゆ
か
り
の
花
の
芍
葯
は
、
小
町

の
里
の
歴
史
文
化
資
源
で
あ
り
、

筑
波
山
麓
の
山
並
み
、
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
、
里
山
の
風
景
な
ど
の
自
然
資

源
、
常
陸
秋
そ
ば
、
み
そ
、
果
物

な
ど
の
食
・
生
活
資
源
と
合
わ
せ

た
地
域
資
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
小
町
の
里
の
再
整
備
と
並

行
し
て
、
小
野
小
町
伝
承
な
ど
の

物
語
性
の
活
用
に
つ
い
て
、
地
元

と
も
検
討
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

小
町
万
灯
や
小
町
ゆ
か
り
の
花
芍

葯
に
つ
い
て
も
、
小
町
伝
説
を
継

承
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
要
素

の
１
つ
と
考
え
て
お
り
、
関
係
者

や
地
域
の
方
々
と
研
究
し
て
ま
い

り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・
土
浦
市
北
部
山
麓
地
域
の
農
業

観
光
を
基
幹
と
し
た
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て

質
問

産
業
部
長

国民宿舎「水郷」


